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編集後記 

 
 本誌を創刊された神子上恵生先生のご依頼により編集を引き継いでから９年の年月が経過した。
この間に７冊刊行できたことは、偏に神子上先生の経済的支援と乗山悟氏の献身的な編集努力によ
るものである。ここに、改めてご両人に心より感謝の意を表したい。昨年から印刷費用削減のため
必要最小限の部数の印刷を除いては、当会ホームページ上に公開することにした。これによって即
時に世界中の仏教研究者の眼に触れることが可能となった。バックナンバーも既に大部分を公開し
ている。 
 本年も昨年に引き続き、倶舎論諸注釈・律文献・大乗経典・仏教論理学書の翻訳研究を掲載する
ことができた。それに加えて、中国蔵学研究中心の李氏による最新の仏教梵語写本研究成果を掲載
することができたのは望外の喜びである。今後とも、中国と日本の仏教研究者の研究協力が進むこ
とを期待したい。 
 第９・１０号から三度にわたって掲載した Mark Siderits氏と共訳の『中論頌』英訳は、修正を重
ねた上で、米国のウィズダム社から 2013年５月に出版されることとなった。今後も本誌に掲載した
翻訳研究が単行本として出版されて行くことを期待している。      （桂 紹隆） 
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第 2号、第 3号、第 4号、第 9-10 号、第 14 号については残部がございます。入手を希望されます
場合は、編集者までご連絡ください。費用などをお知らせいたします。 
また、当学会ホームページ(http://www.jits-ryukoku.net/)より本誌の PDF ファイルのダウンロー
ドが可能です。(PDF ファイルのネットでの公開は事情により中止する場合もありますのでご注意く
ださい。) 

 

<バックナンバーのご案内> 
第１号 神子上惠生／唯識学派による外界対象の考察(2)—Tattvasaṁgrahaと Tattvasaṁgrahapañjikāの 23章外
界対象の考察— 若原雄昭／仏教徒のジャイナ教批判(2)—— 藤田祥道／『五百頌般若経』について—試訳
（承前） 那須円照／有部の形実有論と経量部の形実有論（上） 原田和宗／＜経量部の「単層の」識の
流れ＞という概念への疑問(I) 
 
第 2 号 藤田祥道／クリキン王の予知夢譚と大乗仏説論—『大乗荘厳経論』第一偈の一考察— 原田和宗
／＜経量部の「単層の」識の流れ＞という概念への疑問(II) 那須円照／アビダルマの極微論(2)——極微が
触れるか触れないかという問題を中心として 神子上惠生／唯識学派による外界対象の考察
(1)—Tattvasaṁgrahaと Tattvasaṁgrahapañjikāの 23章外界対象の考察— 
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